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９
月
行
事
予
定
表

｡

63

27

2/1

”

あ
る
生
徒
と
の
出
会
い 

　
　
教
頭 

橋
野
　
勝
利

-

　
２
年
３
組
は
男
子
　
名
、
女
子
　
名
、
担

任
は
商
業
の
岩
切
先
生
、
副
担
は
田
代
先
生

と
水
口
先
生
だ
。
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
揃
い

の
明
る
く
元
気
な
ク
ラ
ス
だ
。
９
月
に
情
報

処
理
検
定
を
控
え
、
朝
課
外
や
放
課
後
、
休

日
返
上
で
全
員
合
格
を
目
標
に
し
て
い
る
。

  

２
年
生
は
気
が
緩
み
や
す
い
学
年
だ
が
、
勉

強
と
部
活
動
を
し
っ
か
り
両
立
さ
せ
、
進
路

も
考
え
た
い
。
３
年
間
同
じ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
私
た
ち
だ
。
委
員
長
を
中
心
に
協
力
し
な

が
ら
盛
り
上

が
り
の
あ
る

ク
ラ
ス
を
目

指
し
て
い
る
。

修
学
旅
行
な

ど
学
校
行
事

を
通
し
て
よ

り
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
。

２
年
３
組
ら

し
く
頑
張
り

た
い
。

56

２
年
３
組
紹
介

16:00
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150
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夏
ト
ラ
イ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
ゼ
ミ

50

50
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旧
職
員
の
濱
田
可
次
先
生
か
ら
、
図
書
館
に

多
く
の
書
籍
が
届
い
た
。
手
紙
に
は
「
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
と
し
て
、
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
先
人

の
生
き
様
に
思
い
を
重
ね
寄
せ
、
自
己
実
現
に

邁
進
す
る
生
徒
諸
君
が
澎
湃
（
ほ
う
は
い
）
と

し
て
、
み
な
ぎ
る
学
校
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
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「せりよさ」は沖永良部島の古名

105

（
委
員
長 

福
田
将
明
）

 (

部
長 

安
田 

和
樹)
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沖
高
の
応
援
団

　
渡
辺
和
子
さ
ん
の
「
置
か
れ
た
場
所
で
咲

き
な
さ
い
」
を
読
ん
だ
後
、
思
い
出
し
た
生

徒
が
い
る
。

　
以
前
、
島
の
高
校
に
勤
め
て
い
た
時
、
相

撲
部
の
顧
問
を
し
た
。
部
員
は
た
っ
た
一
人
。

練
習
は
中
学
校
の
道
場
で
社
会
人
相
手
で
あ

っ
た
。
練
習
試
合
に
も
行
け
ず
、
練
習
相
手

に
す
ら
困
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
中
学
の
相

撲
部
員
は
本
土
の
強
豪
高
に
進
学
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
地
元
の
高
校
に
進
学
し
た
の
が

た
っ
た
一
人
の
部
員
Ｙ
君
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
中
で
も
Ｙ
君

は
、
決
し
て
手
を
抜
か
ず
、
自
分
で
考
え
黙
々

と
練
習
を
し
た
。
そ
し
て
、
県
大
会
で
も
九

州
大
会
で
も
必
ず
好
成
績
を
残
し
た
。
「
先

生
、
わ
ん
は
、
学
校
の
看
板
を
背
負
っ
ち
ょ

る
か
ら
、
簡
単
に
は
負
け
ら
れ
ん
よ
ね
。
」

と
言
っ
た
時
、
彼
の
強
さ
の
秘
密
が
わ
か
っ

た
。
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
応
援
し
て

く
れ
る
学
校
や
町
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
が
彼
を
支
え
て
い
た
し
、
応

援
し
た
い
と
思
わ
せ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
た

と
え
負
け
て
も
練
習
環
境
の
せ
い
に
は
し
な

か
っ
た
。

　
相
撲
の
有
名
強
豪
大
学
か
ら
全
額
免
除
で

進
学
し
な
い
か
と
声
が
か
か
り
、
彼
は
悩
ん

だ
。
相
談
さ
れ
た
私
が
、
「
自
分
の
高
校
生

活
三
年
間
を
振
り
返
れ
ば
、
自
ず
と
答
え
は

出
て
く
る
し
、
自
分
で
も
す
で
に
わ
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
言
う
と
、
翌
日

「
す
べ
き
こ
と
を
し
ち
ょ
け
ば
、
ど
こ
に
お

っ
て
も
相
撲
の
神
様
は
今
ま
で
通
り
、
わ
ん

を
応
援
し
て
く
れ
る
は
ず
。
」
と
勧
誘
を
断

り
、
目
標
の
国
立
大
学
進
学
に
向
け
て
努
力

を
続
け
、
見
事
合
格
を
果
た
し
た
。
進
学
後
、

彼
は
一
人
で
相
撲
部
を
作
り
、
近
く
の
高
校

に
練
習
す
る
土
俵
を
確
保
し
、
競
技
を
続
け

た
。
そ
し
て
、
イ
ン
カ
レ
の
軽
量
部
門
で
優

勝
し
、
ア
ジ
ア
大
会
で
も
好
成
績
を
あ
げ
た

の
で
あ
る
。

　
ど
ん
な
状
況
で
も
決
し
て
く
さ
ら
ず
、
前

向
き
に
す
べ
き
こ
と
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、

周
囲
に
も
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
彼
は
人

間
は
か
く
あ
り
た
い
と
私
を
奮
起
さ
せ
て
く

れ
る
生
徒
の
一
人
で
あ
る
。
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ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　
（大
久
保
　
花
音
）

 

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

　
　  

沖
高
教
育
振
興
協
議
会
　
報
告

　
翔
～
明
日
へ
向
か
っ
て
～
　

　
８
月
２
日
か
ら
２
泊
３
日
で
「
沖
高
振
興
事

業
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
夏
合
宿
」
を
実
施
し
た
。

全
国
の
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
な
い
集
中
力
と
持
続

力
、
そ
し
て
勉
強
体
力

を
養
う
目
的
で
、
一
日

　
時
間
以
上
の
学
習
時

間
が
設
け
ら
れ
た
。

　
携
帯
電
話
が
常
に
手

元
に
あ
り
、
勉
強
に
長

時
間
取
り
組
ん
だ
こ
と

の
な
い
生
徒
達
は
、
「

携

帯
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
一
切
触
れ
ず
、
集
中
を
切
ら
さ
な
い
学
習
が
、

本
当
に
出
来
る
の
か
」
と
不
安
な
気
持
ち
だ
っ

た
が
、
全
員
が
最
後
ま
で
参
考
書
や
問
題
集
に

黙
々
と
取
り
組
ん
で
い
た
。
「

集
中
し
て
勉
強
し

26
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７
月
　
～
　
日
、
三
島
瑠
花
さ
ん
と
長
田
千

明
さ
ん
と
奄
美
市
で
大
島
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
た
。
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
で

あ
る
。
仲
間
と
真
剣
に
話
し
合
う
経
験
は
た
め

に
な
っ
た
。
次
に
大
島
紬
の
泥
染
体
験
は
、
簡

単
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
多
く
の
行
程
と
時
間

を
要
し
大
変
だ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
様
々

な
種
類
が
あ
る
中
か
ら
、
一
人
一
人
に
似
合
う

大
島
紬
を
着
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
。
３
日
間
を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
役
割
や
責
任
、
郷
土
の
素

晴
し
さ
、
時
間
を
守
る
こ
と

友
情
の
大
切
さ
、
協
力
す
る

事
の
大
切
さ
を
学
べ
た
。
こ

の
貴
重
な
体
験
を
、
学
校
生

活
や
将
来
に
い
か
し
て
い
け

る
よ
う
に
励
み
た
い
。

””

　
　
祝
　
吹
奏
楽
部
出
場
決
定

　
進
路
指
導
部
　
太
田 

陽
子
　

  

野
球
部
は
前
田
監
督
と
田
上
部
長
の
も
と
、

２
年
生
３
名
・
１
年
生
９
名
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
１
名
の
計
　
名
で
活
動
し
て
い
る
。
昨
年

の
こ
の
時
期
は
、
部
員
不
足
で
古
仁
屋
高
と

の
連
合
を
組
ん
で
い
た
が
、
今
年
は
単
独
チ

ー
ム
で
、
充
実
し
た
練
習
を
し
て
い
る
。

　
先
日
の
地
区
大
会
で
は
、
喜
界
高
と
対
戦

し
た
。
初
回
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ピ
ッ
チ

ャ
ー
も
粘
り
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
て
い
た
が
、

４
対
１
で
負
け
て
し
ま

っ
た
。
敗
因
は
、
こ
こ

ぞ
と
い
う
場
面
で
の
一

本
が
出
な
か
っ
た
事
だ
。

ま
た
一
年
生
大
会
は
、

大
島
高
と
の
決
勝
で
、

け
が
人
が
多
く
大
敗
を

喫
し
、
課
題
を
残
し
た
。

秋
の
県
大
会
で
は
、
課

題
を
修
正
し
、
九
州
大

会
を
目
指
し
て
更
に
努

力
し
た
い
。

 

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
夏
合
宿(

和
泊
研
修
セ
ン
タ
ー)

 
 

８
月
上
旬
、
鹿
児
島
中
央
高
校
で
２
年
生
の

学
力
向
上
を
目
指
す
「
夏
ト
ラ
イ
！
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
・
ゼ
ミ
」
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
７

名
、
県
下
か
ら
　
名
が
参
加
し
た
。
本
校
生
も

猛
暑
の
中
、
緊
張
し
な
が
ら
も
意
欲
的
に
授
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
ゼ
ミ
後
の
交
流
会

等
を
通
し
て
他
校
生
と
親
交
も
深
め
た
よ
う
だ
。

「
他
校
の
生
徒
と
話
が
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た

が
、
交
流
会
で
仲
良
く
な
れ
た
。
」

「
難
し
い
と

思
っ
た
問
題
を
す
ら
す
ら
と
解
い
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。
」

な
ど
大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
た
。

　
鹿
児
島
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

学
問
が
ど
の
よ
う
に
実
社
会
に
役
立
っ
て
い
る

か
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
和
泊
・
知
名
両
町
の
沖
高
教
育
振

興
事
業
に
心
よ
り
感
謝
し
、
ま
た
と
な
い
体
験

を
、
今
後
の
学
習
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

関
西
沖
高
同
窓
会
　

19

野
球
部
紹
介

23

た
の
で
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
が
あ
っ
と
い
う
間

に
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
時
間
を
有
効
に

使
い
た
い
。
」
「

勉
強
が
終
わ
り
寝
る
前
は
、
み

ん
な
疲
れ
て
い
た
が
、
頑
張
っ
た
顔
を
し
て
い

て
、
良
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。
」

な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
、
自
己
の
勉
強
方
法
を
見
直
し
、
受
験
を

共
に
乗
り
越
え
る
た
め
の
団
結
力
も
身
に
付
け

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
春
の
大
島
高
校
の
離
島
勢
初
の
甲
子
園
出

場
は
、
奄
美
群
島
全
体
を
元
気
に
し
た
。
離
島

ゆ
え
沖
高
生
に
は
、
学
習
環
境
に
様
々
な
困
難

は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
私
た
ち
に
は
、
和
泊
・

知
名
両
町
の
振
興
事
業
を
は
じ
め
、
研
修
セ
ン

タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
協
力
応
援
し
て
下

さ
る
温
か
い
島
の
人
々
が
い
る
。
次
は
自
分
た

ち
が
、
自
ら
目
標
・
目
的
を
掲
げ
、
し
っ
か
り

受
験
勉
強
し
て
い
こ
う
。
沖
高
生
の
や
る
気
は
、

沖
永
良
部
島
全
体
を
元
気
に
す
る
力
が
あ
る
の

だ
か
ら
。

祈
念
し
ま
す
。
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
関

西
同
窓
会
か
ら
は
、
今
年
も
　
名
の
方
か
ら
母

校
支
援
金
が
届
き
、
早
速
３
年
生
に
は
新
品
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
が
大
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
島
内
は
も
ち
ろ
ん
島
外
に
も
沖
高

を
愛
し
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
は
多
い
の
だ
。

こ
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、
生
徒
諸
君

と
共
に
な
お
一
層
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

濱
田
可
次
先
生
　

月�

始
業
式
　
服
装
容
儀
検
査

　 

③
④
⑤
①
授
業

　 

１
・
２
年
学
年
練
習
③
④
　

　 

３
年
学
年
練
習
⑤
①

火 

１
・
２
年
学
年
練
習
③
④

 

　
全
体
練
習(

全
学
年)

⑤
⑥

　 

７
限(

Ｌ
Ｈ
Ｒ)

水�

１
年
学
年
練
習
⑤
⑥

　 

２
年
学
年
練
習
③
④

　 

健
康
相
談
　
役
員
打
合
会

木�

３
年
学
年
練
習
③
④

 

　
全
体
練
習(

全
学
年)

⑤
⑥
⑦

金�

１
・
２
年
学
年
練
習
③
④

 

　
会
場
設
営(

全
学
年)

⑤
⑥

土�

体
育
祭
予
行(

午
前)

　 

　
分
授
業(

午
後)

月
⑥
火
⑥

日�

第
　
回
体
育
祭

月�

体
育
祭
予
行
振
休

火�

体
育
祭
振
休

水�

　
分
授
業
　
安
全
点
検
日

 

　
１
・
２
年
模
試
検
討
会

木�金�

学
年
会

土�

土
曜
課
外

日�月�

敬
老
の
日

火�

１
・
２
年
進
路
希
望
調
査

水�

交
通
安
全
の
日
　
車
体
検
査

木�

火
曜
授
業
　
Ｌ
Ｈ
Ｒ
　

　
（
２
普
は
琉
大
説
明
会
）

金�土�

進
研
マ
ー
ク
（
３
普
）

日�

進
研
マ
ー
ク
（
３
普
）

月�

学
科
朝
礼

火�

秋
分
の
日

水�木�金�

　
分
授
業

　 

職
員
研
修
（
教
育
相
談
）

土�日�

情
報
処
理
検
定

月�

学
年
朝
礼

火�
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